



























































































































































































































































・ 時間的 順序 関係










原因 Ｘ の目星 （ 仮説） をつ け，
同じ結果の生じてい る別 の状況 で
も原 因 Ｘ が 存在 して いる か どう
かを調べる過程が みられる
・ 帰納的 検証
一致 法 と合 わせて， 原 因 Ｘ が 存












１ 都市国家 シンガ ポール 加藤(1991)  *13
２ カリフ ォルニア の稲作 陸川(1991)*"
３ 東京大都市 圈 猪野(1992)*15
４ 西ヨーロッパ の農業 とフ ランス 末吉(1992)'16
５ 中国の農業 のし くみとそ の変化 水山(1992)*"
６ 中国 の農村 のし くみと人 々 高橋(1992)*18
７ 笠野原台地 の開発 菖蒲(1992)  *18
８ 南四国の農業一野菜 の促 成栽 培－ 米田(1992)  ,2°
９ 北海道地方一北海道 の酪農－ 飯田（1992 ）゛ 21
10 東南 アジアの農業 祇園(1992)*22
ｎ 日本 の工業立地 吉水(2002)*23
12 人口 から見 た日本 小谷（2005 ）゛ 24
13 他民族 の国家 アメリカ 土肥（2007 ）*25
14 EU の結 成とアジア 大庭（2009 ）゛ 26
15 環境問 題とヨーロッパ 土肥(2009)  *27
16 イヌイットのくらしとその変容 吉水(2009)*28
17 中国のアジアの地域性 鈴木（2009 ）゛ 29
18 伊 勢湾を 中心にした結びつき 戸 田（2009）*30
19 北アメリカの地域的特色 桑原（2009）*31
20 世 界各地の人 々の生 活と環境 塩満(2009)'32
21 中国・四国地方 谷（2009 ）゛ 33
22 中国とアジアの地域性 鈴木（2009ヤ34
23 関東地方の特色 塩 満（2010 ）゛ 35
24 近畿地方 谷（2010y36
25 経済成長 と消費に沸 くア ジア 中本（2011 ）゛
26 南米 諸国の多 様な人種民族構成 土 肥(2011)  *38
27 日本の資源・エネルギ ーと産業 小谷(2011)  *39























・資 料等 の明示 はない か， 共変 があ るこ とを説明 によ
り把握でき る（レ ベル２）。




・ 出来 事 Ａ， 出来事 Ｂ の順序 関係か説明 により 把握で
きる（レベル ２）。






レ ベル １ O /28事例
レベル ２ 8 /28事例
レベル ３ 20/28事例
時間的順序関係
レベル １ 6 /28事例
レベル ２ 12/28 事例


















レ ベル１　ロ　　レベル ２ ロ　　レベ ル３　圜
・笠野原台地が開発される以前の旧版地形図(明治35年)
及び 開発か始 ま った昭和43 年 の地形図 の比較 ， また
資料｢ 束原畑かん地 区夏作物収益 の変化(笠野 原農業









レベ ル１ ロ　 レベル２ ロ　 レベル ３ 冒
・検証過 程において資料「東 原畑か ん地区夏作物収益 の
変化（ 笠野原 農業振 興事務 局調査）」 や「 畑かん事 業
経過」 か ら， いつ 頃 からシ ラス台地 の開 発が行 われ





















・ 仮説 か設定 されて おら ず， 演 繹的 に検 証 する方法 が
みられない（なし）。
・ 仮説 が設定 され， 演繹 的に原 因を検 証す る過程が み
られる（演繹的方法）。
・ 原因 Ｘ の 目星 （仮説） をつ け， 同じ結 果の生じて い
る別 の状況 で も原因 Ｘ が存在し てい るかどうかを 調
べる過程が みられる（一致法）。
帰納的検証
・ 複数 の事象 を取 り上げ， 原因 を探 る過程 がみ られな
い（な い 。
・複数 の事象 を取 り上げ， 帰納 的 に原因を探 る過程 が
みられる（帰納的方法）。
・一致法 と合わせて， 原因 Ｘ が存在 しない 時， 結果 Ｙ








演繹 的方法 20/28 事例



























口 なし　 口 演繹的方法　　 圜 一 致法
・ いくつか の仮説 か設定 され， そ れに対し て秋芳 町，
大 山町，上 勝 町の地域 か対 象とな ってい る。 これ ら
は 同じ原因( 人 口減少・ 老年人 口割 合 の増 加)・ 結果
(自然地域を 目 的地 とし た観光) が生 じて いる。 こ の






口 なし 冒 帰納的方法 口 差異法 との併用 法
・ この学習 におい て，人 口減 少・老年 人 口割合 の増加
によ る自然観光を推進 してい る地 域は扱 われて いる。
しか し， 他 の原 因に よる異 なる結果 か生 じてい る具
体的 地域 の事例 は扱わ れてい ない。 しか し， 経 済の
活性化 を 目的 とする リソート 開発 が例 に出さ れて い








































































































































































































・東京 都に訪 れた国内旅行客数 は約4.6億人(2010 年)。 外国人 観光客数は約594万
人(2010 年)。
・利用客 は6,000万人を超え，国内線空港で は群を 抜いている。




























・東 京都心 部に は中央 省庁， 大企業 の本社， 商業， 大学， 文化施 設等が集 積し
ている。 秋葉原（電気街）な どの特色 ある地区が形成されてい る。
＊東京 に訪れ る場所や 目的 か把握 でき る資 料， 日本 にお ける東京 の地位が 把握
できる資料の提示を促す。
＊①共変関係を示す資料を提示 する。
・企業 活動 には， 行政 の許認可 か必要な 事項が多 く，許 認可を得 たり，最 新 の
情報を 得る ために都心 に立地し たほう が良 い。 また， 企業が 集中して いる地
域 には商業施設 等が立 地しやすい。
・17 世紀初 めに江戸幕 府がで きてか ら関東地方 の開発 は一 層進 み， 交 通網 の基
礎 が作ら れた。 さ らに， 明治以 降は東京 が首 都 になるこ とにより東 京へ の中
央集権 が強化 された。
＊ いつか ら東 京か 中心とな ったのか把 握でき る前後 の資 料，現 在の東 京の交 通
網 が把握 できる資料の提示を促す。
＊ ①共変 関係を示 す資 料を提示する。
＊ ②時間的 順序関係を 示す資料を提示する。







数)， 東京 の人 口
推移
・資料：①東京を 中
心 と す る 交 通 網
(江 戸 時代， 室 町






































・ 大 阪市 には府庁 とい った府 の中枢機 関や高等裁 判所 といった国家 機関 が設置
されている。
＊こ れまで学習 した東 京の事例 から，身 近な地 域であ る大阪市 内の交通網 の発
達について考察させ る。





























＊②時間的順序関係を示 す資料を 提示 する。
・東 京，大 阪で扱った事 例から両者の比較を 行い，「一定 の都市機能」を 持つこ

































＊これまで明らかにしてき た知識を参考 に， 鳥取市の交通網を明 らか にする。
・ 鳥取市 には県庁 や市役 所とい った地方行 政機関 は設置さ れてい るか， 他県 に
わたり政治・経済 に影響を与え る機 関は設 置されていない。
・ 地図 帳や資料を 用いて， 鳥取市 の鉄道・ 高速道路 とい った交通 網かど のよう
に広がっているのかを明 らか にす る。
＊鳥 取市における交通網が把握でき る資料 の提示を 促す。
＊①共変 関係を示 す資料を提示する。
＊資料を もとに， 鳥取市 の工 業や 商業は 中心地 にもかか わらず， 発展して いな
いことに気 づかせる。
＊①共変 関係を示 す資料を提示する。
・ 現在 の鳥 取市 は， 江戸 時代 に池 田光政 が因幡・伯 耆藩 に入 部して以 降，城 下
町として 栄えた。 明治 になり， 廃藩置県 により鳥 取市 は県庁 とな ったか， 島
根県 に合 併さ れるなど 都市 にお ける地位 は高くな かった。 現在 は特 例市 とし
て の位置づ けである。
＊鳥 取市の発展が把握できる資料 の提示を促 す。
＊①共変 関係を示 す資料を提示。
＊②時間的 順序関係を示す資料を提示 する。
・ 都市機能 には順 位があ り， 鳥取 市には 国の中枢機 関が置 かれてい ないこ とを
把握す る。 一致 法と は異 なる事 例から， 鳥取市 は一 定 の都市機能 に達して い





























・ 日本 の 交 通 が東 京 を 中 心 に整 備 さ れて い る の はな ぜ だ ろ う 。（ 中核 と な る 問 い ）
＊④一 致法と差異法の併用を用いる
・交通の発達はある一定の都市機能を もつことにより発達する。日本の首都である東京は世界の中で
も高次の都市機能をもち，経済・政治・商業の中心地として位置づ くため，交通網・通信網が整備
されている。（説明的知識）
－48 －
③規準の第一段階を満たすために，共変関係につ
いてはグラフや統計といった具体的な数字が把
握できる資料を用いた
。ま，原因と結果の時
間的順序関係が把握できるよう
，事象に関係す
るトピックの歴史年表を扱った。
④クリティカル・シンキングの因果関係決定方略
を用いた授業構成にするために
，一致法と差異
法の際に地理学の研究成果から原因と結果が異
なる事例を対象としたこと
。また，方略の特性
から３つの地域を事例としたこと。
本研究の成果
第
一に，クリティカル・シンキングにおける因
果関係を決定する手順と内容的枠組みを明らかに
したことである
。この手順と枠組みは因果関係を
科学的に明らかにする方法であるため
，社会科探
究学習の仮説一検証過程に組み込みこめば説明的
知識を科学的方法により獲得できる
。
第二に
，クリティカル・シンキングにおける因
果関係決定方略を用いた社会科授業設計の視点を
明らかにしたことである
。クリティカル・シンキ
ングの要素から抽出したフレ
ムーワークを用いて
先行授業実践および授業モデルの分析を行った
。
その結果，授業設計における具体的な視点を導出
した。
第三に
，明らかにした授業設計の視点をもとに，
中学校社会科地理的分野における授業モデル匚日本の地域的結び付き」を開発，提案したことであ
る。
今後の課題
今後の課題は
，以下の３点が挙げられる。
第
一に，クリティカル・シンキングの因果関係
決定方略を用いた授業を他の単元で開発
，提案す
ることである
。本稿では，匚日本の地域的結び付
き]の授業モデルを開発した
。　しかし，社会科地
理的分野においては社会事象の因果関係を明らか
にすることに加え
，地域の特色を明らかにするこ
とも求められている
。地域の特色は一つの因果関
係だけで成り立っているものではなく
，複数の原
因と結果の総合体として成立している
。匚なぜ｣と
問うた探究の１サイクルだけで地域の特色を明ら
かにすることは
，授業時数が限られている中学校
社会科地理的分野において原理的に困難である
。
そのため
，本研究の授業モデルのみならず，世
界地誌
・日本地誌学習や身近な地域を扱う際にも，
クリティカル
・シンキングの因果関係決定方略を
用いて説明的知識を獲得できるのかについて検討
する必要がある。
第二に
，一致法，差異法を用いることにより，
少なくとも３つの事例が必要であるため
，どの地
域を対象とし比較すればよいのか検討する必要が
あること
。例えば「‾世界の諸地域学習」では，ど
のスケ
ルーの地域を扱えばよいのか，また，匚身
近な地域
」の学習する際はどの地域を比較対象と
すれば適切であるのかを検討しなければならない
。
第三に
，提案した授業モデルについて，授業実
践を行いその有効性を検証することである
。授業
モデル匚日本の地域間の結び付き
」を授業として
行い
，どのような課題が浮かび上がり，どのよう
にその問題点を克服できるのかを検討することが
できていない
。理論として授業開発に留まらず，
授業実践を重ね，汎用性のあるものにする必要が
ある。
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